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〇
月
嚀 

isbn: 978-4-907282-36-3 

           



 
䣗
参
考
文
献
䣘 

黒
田
大
河
䣓
堀
田
善
衞
と
上
海―

―

䣕
祖
国
喪
失
䣖
と
䣕
無
国
籍
䣖
の
あ
い
だ
で
䣔
䥹
䣓
日
本
近
代
文
学
䣔

第
八
一
集
䣍
二
〇
〇
九
年
一
一
月
䥺 

紅
野
謙
介
䣓
解
説	
䣏
路
上
の
人
䣐
の
作
法
䣔
䥹
䣕
天
上
大
風
同
時
代
評
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
一
九
八
六―

一
九

九
八
䣖
䣍
筑
摩
書
房
二
〇
〇
九
年
一
二
月
䥺 

ア
ヌ
シ
ュ
リ
䤀
䥹
学
位
論
文
䥺䣓
藤
原
新
也
作
䣕
印
度
放
浪
䣖
に
見
ら
れ
る
作
家
の
イ
ン
ド
イ
メ
䤀
ジ : 

堀

田
善
衞
作
䣕
イ
ン
ド
で
考
え
た
こ
と
䣖
を
参
照
し
つ
つ
䣔
䥹
大
阪
大
学
䣍
二
〇
一
〇
年
䥺 

堀
田
百
合
子
䣓
十
三
冊
の
パ
ス
ポ
䤀
ト
䣔
䥹
䣓
ち
く
ま
䣔
䣍
二
〇
一
〇
年
一
月
䥺 

北
日
本
放
送
本
部
報
道
制
作
局
報
道
制
作
部
䣓
水
平
線
と
羅
針
盤 : 

堀
田
善
衞
の
メ
ッ
セ
䤀
ジ
䣔
䥹
Ｋ
Ｎ

Ｂ
新
春
ス
ペ
シ
ャ
ル	

放
送
日
䥽
二
〇
一
〇
年
一
月
二
日
䥺 

山
本
成
子
䣓
堀
田
善
衞
展	

寄
稿
連
載
䣔
䥹
䣓
読
売
新
聞
䣔
䣍
二
〇
一
〇
年
一
月
二
一
日
䦅
二
九
日
䥺
䥹
※
富

山
版
掲
載
の
も
の
䣍
所
蔵
先
不
明
䣍
書
誌
情
報
は
䣓
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
䣔
に
よ
っ
た
䥺 

丸
山
珪
一
䣓
堀
田
善
衞
と
䣕
ふ
る
さ
と
䣖
問
題
䣔
䥹
䣓
富
山
文
学
の
会
ふ
る
さ
と
文
学
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
報
告
書	

第
一
回
䣔
所
収
䣍
二
〇
一
〇
年
三
月
䥺 

伊
藤
博
䣓
堀
田
善
衞
と
日
野
啓
三―

―

䣕
眼
の
虚
無
䣖
か
ら
䣕
虚
点
の
精
神
䣖
へ
䣔
䥹
䣓
法
政
大
学
大
学
院

紀
要
䣔
第
六
五
号
䣍
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
䥺 

高
橋
源
一
郎
䣓
解
説
䣕
ゴ
ヤ
Ⅰ
䣖
䣔
䥹
集
英
社
文
庫
䣍
二
〇
一
〇
年
一
一
月
䥺 

鹿
島
茂
䣓
解
説
䣕
ゴ
ヤ
Ⅱ
䣖
䣔
䥹
集
英
社
文
庫
䣍
二
〇
一
〇
年
一
二
月
䥺 

紅
野
謙
介
䣓
堀
田
を
通
し
て
ゴ
ヤ
が
現
れ
䣍
ゴ
ヤ
を
通
し
て
ス
ペ
イ
ン
が
現
れ
る
䣔䥹
䣓
青
春
と
読
書
䣔
䣍
二

〇
一
〇
年
一
二
月
䥺 

匿
名
䣓
䣕
ゴ
ヤ	

ス
ペ
イ
ン
光
と
影
䣖
堀
田
善
衞
著
䣔
䥹
䣓
読
売
新
聞
䣔
䣍
二
〇
一
〇
年
一
二
月
五
日
䥺 

城
戸
真
亜
子
䣓
解
説
䣕
ゴ
ヤ
Ⅲ
䣖
䣔
䥹
集
英
社
文
庫
䣍
二
〇
一
一
年
一
月
䥺 

紅
野
謙
介
䣓
解
説
䣕
ゴ
ヤ
Ⅳ
䣖
䣔
䥹
集
英
社
文
庫
䣍
二
〇
一
一
年
二
月
䥺 

今
井
真
理
䣓
未
発
表	

堀
田
善
衞
宛
て
遠
藤
周
作
書
簡
・
葉
書
䣔
䥹
䣓
三
田
文
学
䣔
䣍
二
〇
一
一
年
二
月
䥺 

米
倉
巌
䣓
研
究
ノ
䤀
ト
か
ら	

堀
田
善
衞
䣕
方
丈
記
私
記
䣖
を
読
む
䣔
䥹
䣓
藝
文
攷
䣔
第
一
六
号
䣍
日
本
大

学
大
学
院
芸
術
学
研
究
科
編
䣍
二
〇
一
一
年
二
月
䥺 

八
柏
龍
紀 

䣓
堀
田
善
衞
著
䣕
ゴ
ヤ
䣖
䣔
䥹
䣓
金
曜
日
䣔
䣍
二
〇
一
一
年
三
月
四
日
䥺 

田
口
麻
奈
䣓
芥
川
龍
之
介
䣕
神
神
の
微
笑
䣖
と
日
本
文
化
論―

―

戦
後
作
家
に
よ
る
再
評
価
を
起
点
と
し



て
䣔
䥹
䣓
東
京
大
学
国
文
学
論
集
䣔
第
六
号
䣍
二
〇
一
一
年
四
月
䥺 

陣
野
俊
史
䣓
ア
ナ
ロ
ジ
䤀
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
䤀	

堀
田
善
衞
䣕
方
丈
記
私
記
䣖
と
䣕
広
場
の
孤
独
䣖
に
つ
い

て
䣔
䥹
䣕
作
家
と
戦
争 : 

太
平
洋
戦
争
７
０
年
䣖
所
収
䣍
河
出
書
房
新
社
䣍
二
〇
一
一
年
六
月
䥺 

小
島
四
郎
䣓
堀
田
善
衞
著
䣕
広
場
の
孤
独
䣖
䣔
䥹
䣓
リ
プ
レ
䤀
ザ
䣔
第
四
号
䣍
二
〇
一
一
年
七
月
䥺 

土
倉
ヒ
ロ
子
䣓
堀
田
善
衞
著
䣕
広
場
の
孤
独
䣖
小
論
䣔
䥹
䣓
群
系
䣔
第
二
七
号
䣍
二
〇
一
一
年
七
月
䥺 

田
中
純
䣓
歴
史
の
無
気
味
さ 
堀
田
善
衞
䣕
方
丈
記
私
記
䣖
䣔䥹
䣓
現
代
思
想
䣔
䣍
二
〇
一
一
年
七
月
臨
時
増
刊

号
䥺 

陳
童
君
䣓
䣕
祖
国
喪
失
䣖
と
堀
田
善
衞
の
䣏
上
海
・1945

䣐―
―

䣕
国
際
都
市
䣖
に
お
け
る
䣕
裏
切
り
者
䣔

の
逃
亡
と
越
境
䣖
䣔䥹
䣓
日
本
学
研
究
䣔
第
二
一
号
䣍
北
京
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
䤀
編
䣍
二
〇
一
一
年
一
一
月
䥺 

辺
見
庸
䣓
わ
た
し
の
死
者―

―

主
体
と
内
省
䣔
䥹
䣕
瓦
礫
の
中
か
ら
言
葉
を―

―

わ
た
し
の
䣏
死
者
䣐
へ
䣖

所
収
䣍
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
二
〇
一
二
年
一
月
䥺	

 

丸
山
珪
一
䣓
堀
田
文
学
の
北
陸
モ
テ
ィ
䤀
フ
䣔
䥹
䣓
富
山
文
学
の
会
ふ
る
さ
と
文
学
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

報
告
書	

第
三
回
䣔
所
収
䣍
二
〇
一
二
年
二
月
䥺 

辺
見
庸
䣓
䣕
人
間
存
在
の
根
源
的
な
無
責
任
さ
䣖
に
つ
い
て―

―

災
禍
と
言
葉
と
失
声
䣔䥹
佐
藤
泰
正
編
䣕
時

代
を
問
う
文
学
䣖
所
収
䣍
笠
間
書
院
䣍
二
〇
一
二
年
三
月
䥺 

唐
戸
民
雄
䣓
䣕
方
丈
記
䣖
と
近
代
文
学
䣔䥹
䣕
新
視
点
徹
底
追
跡	

方
丈
記
と
鴨
長
明
䣖
所
収
䣍
勉
誠
出
版
二

〇
一
二
年
八
月
䥺 

曾
嵘
䥹
学
位
論
文
䥺䣓
堀
田
善
衞
と
中
国
䥽䣕
上
海
体
験
䣖
に
始
ま
る
初
期
作
品
の
形
成
と
展
開
䣔䥹
大
阪
大

学
䣍
二
〇
一
二
年
九
月
䥺 

無
署
名
䣓
先
人
を
訪
ね
て	

堀
田
善
衞	

望
楼
か
ら
見
つ
め
た
世
界
䣔䥹
䣓
読
売
新
聞
䣔
䣍
二
〇
一
二
年
九
月

二
二
日
䥺 

丸
山
珪
一
䣓
堀
田
善
衞
の
詩
䣕
故
里
䣖 : 

䣕
死
の
影
䣖
の
も
と
で
䣔䥹
䣓
富
山
文
学
の
会
ふ
る
さ
と
文
学
を

語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書	

第
四
回
䣔
所
収
䣍
二
〇
一
三
年
三
月
䥺 

荻
野
恭
一
䣓
伏
木
・
堀
田
文
学
散
歩
に
参
加
し
て
䣔
䣍
所
収
同
右
䣎 

曾
嵘
䣓
堀
田
善
衞
と
䣕
上
海
体
験
䣖 : 

䣕
身
分
転
換
䣖
で
め
ざ
め
た
日
中
関
係
へ
の
思
考
䣔䥹
䣓
阪
大
比
較

文
学
䣔
第
七
号
䣍
二
〇
一
三
年
三
月
䥺 

堀
江
敏
幸
䣓
若
き
詩
人
に
よ
る
䣍
た
っ
た
一
度
だ
け
の
炒
飯	

堀
田
善
衞
䣕
上
海
日
記	

滬
上
天
下
一
九

四
五
䣖
集
英
社	

鼠
と
炒
飯
䣔
䥹
䣓D

ancyu

䣔
䣍
二
〇
一
三
年
五
月
䥺 

陳
童
君
䣓
䣕
留
用
䣖
日
本
人
の
䣏
ま
な
ざ
し
䣐―

―

堀
田
善
衞
䣕
歯
車
䣖
の
生
成
と
そ
の
問
題
意
識
䣔䥹
䣓
國

語
と
國
文
學
䣔
䣍
二
〇
一
三
年
六
月
䥺 



宮
崎
駿
䣓
時
代
が
僕
に
追
い
つ
い
た
䣔
䥹
䣓
日
本
経
済
新
聞
䣔
䣍
二
〇
一
三
年
七
月
二
七
日
䥺 

無
署
名
䣓
歴
史
䣍
人
間
の
行
為 

不
可
逆
性
の
怖
ろ
し
さ 

䣕
上
海
に
て
䣖
堀
田
善
衞
著
䣔
䥹
䣓Verdad

䣔
䣍

二
〇
一
三
年
一
〇
月
䥺 

丸
山
珪
一
䣓
創
刊
に
あ
た
っ
て
䣔
䥹
䣓
海
龍
䥽
䣕
堀
田
善
衞
の
会
䣖
通
信
䣔
第
一
号
䣍
二
〇
一
三
年
一
二
月
䥺 

野
村
剛
䣓
伏
木
町
本
町
３
８
番
地
報
告
記
１
䣔
䣍
同
右
䣎 

竹
内
栄
美
子
䣓
堀
田
善
衞
研
究
の
広
が
り
䣔
䣍
同
右
䣎 

渡
邊
一
民
䣓
武
田
泰
淳
と
堀
田
善
衞―

―

戦
争
か
ら
の
出
発
䣔䣕
講
座	

東
ア
ジ
ア
の
知
識
人
第
五
巻―

―

さ
ま
ざ
ま
な
戦
後
日
本
敗
戦
䦅
５
０
年
代
䣖
所
収
䣍
有
志
社
二
〇
一
四
年
四
月
䥺 

山
本
譲
司
䣓
最
後
の
読
書	

死
を
初
め
て
感
じ
た
あ
の
日
へ
䣔䥹
䣓
週
刊
朝
日
䣔
䣍
二
〇
一
四
年
五
月
二
三
日
䥺 

水
溜
真
由
美
䣓
堀
田
善
衞
䣕
審
判
䣖
論 : 

原
爆
投
下
の
罪
と
裁
き
䣔
䣓
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
䣔

第
一
四
三
号
䣍
二
〇
一
四
年
七
月
䥺 

稲
沢
潤
子
䣓
堀
田
善
衞
䣕
祖
国
喪
失
䣖
に
お
け
る
民
衆
の
発
見
䣔
䥹
䣓
民
主
文
学
䣔
䣍
二
〇
一
四
年
八
月
䥺 

彦
坂
諦
䣓
中
国
と
ど
う
出
会
っ
た
か
？―

―

堀
田
善
衞
䣕
時
間
䣖
䣍
武
田
泰
淳
䣕
風
媒
花
䣖
䣔
䥹
䣕
文
学
を
と

お
し
て
戦
争
と
人
間
を
考
え
る
䣖
所
収
䣍
れ
ん
が
書
房
新
社
䣍
二
〇
一
四
年
一
〇
月
䥺 

水
溜
真
由
美
䣓
堀
田
善
衞
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
䥹
１
䥺 : 

第
三
世
界
と
の
出
会
い
䣔䥹
䣓
北
海

道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
䣔
第
一
四
四
号
䣍
二
〇
一
四
年
一
一
月
䥺 

陳
童
君
䣓
戦
後
文
学
に
お
け
る
䣕
対
日
協
力
者
䣖
の
表
象―

―

堀
田
善
衞
䣕
漢
奸
䣖
を
中
心
に
䣔
䥹
䣓
國
語

と
國
文
學
䣔
䣍
二
〇
一
五
年
一
月
䥺 

辺
見
庸
䣓
連
載
評
論	

１
★
９
★
３
★
７
・
䣕
時
間
䣖
は
な
ぜ
消
さ
れ
た
の
か
䣔
䥹
䣓
週
刊
金
曜
日
䣔
䣍
二
〇

一
五
年
一
月
三
〇
日
䦅
七
月
三
一
日
䥺 

細
川
涼
一
䣓
東
宝
特
撮
映
画
䣕
モ
ス
ラ
䣖
と
中
村
真
一
郎
・
福
永
武
彦
・
堀
田
善
衞
䣕
発
光
妖
精
と
モ
ス

ラ
䣖
䣔
䥹
䣓
京
都
橘
大
学
研
究
紀
要
䣔
二
〇
一
四
年
度
䣍
刊
行
は
二
〇
一
五
年
二
月
䥺 

陳
童
君
䣓
䣏
他
者
䣐
と
し
て
の
中
国
語―

―

堀
田
善
衞
䣕
断
層
䣖
の
材
源
と
方
法
䣔
䥹
䣓
東
京
大
学
国
文
学

論
集
䣔
第
一
〇
号
䣍
二
〇
一
五
年
三
月
䥺 

西
田
桐
子
䣓
堀
田
善
衞
䣕
曇
り
日
䣖
と
文
芸
誌
の
䣕
戦
後
十
年
䣖
言
説 : 

１
９
５
５
年
に
お
け
る
文
学
者

の
責
任
䣔
䥹
䣓
言
語
態
䣔
二
〇
一
四
年
度
䣍
発
行
は
二
〇
一
五
年
三
月
䥺 

山
下
宏
明
䣓
堀
田
善
衞
の
䣕
家
䣖
と
文
学
䥽䣕
酔
漢
䣖
を
読
む
䣔䥹
䣓
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
䣔
第
六

一
号
䣍
二
〇
一
五
年
三
月
䥺 

金
彦
鎬
䣓
戦
争
と
人
間
の
欲
望
を
告
発
し
た
か
っ
た―

―

逗
子
の
ご
自
宅
で
堀
田
善
衞
先
生
と
交
わ
し
た

話
䣔
䥹
䣕
本
で
つ
く
る
ユ
䤀
ト
ピ
ア
䣖
所
収
䣍
北
沢
図
書
出
版
䣍
二
〇
一
五
年
四
月
䥺 



陳
童
君
䣓
䣕
広
場
の
孤
独
䣖
の
表
現
手
法―

―

堀
田
善
衞
に
お
け
る
朝
鮮
戦
争
と
䣕
国
民
文
学
䣖
䣔
䥹
䣓
日
本

近
代
文
学
䣔
第
九
二
集
䣍
二
〇
一
五
年
五
月
䥺 

辺
見
庸
䣓
解
説
䣕
時
間
䣖
䣔
䣍
岩
波
現
代
文
庫
䣍
二
〇
一
五
年
一
一
月
䣎 

笠
森
勇
䣓
絶
望
的
嘆
息
と
い
う
こ
と : 

犀
星
・
堀
田
善
衞
・
中
野
重
治
䣔
䥹
䣓
室
生
犀
星
研
究
䣔
䣍
二
〇
一

五
年
一
一
月
䥺
䣎 

水
溜
真
由
美
䣓
堀
田
善
衞
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
䥹
２
䥺 : 

䣕
政
治
と
文
学
䣖
䣔
䥹
䣓
北
海
道
大

学
文
学
研
究
科
紀
要
䣔
䣍
二
〇
一
五
年
一
二
月
䥺
䣎 

丸
川
浩
䣓
堀
田
善
衞
䣕
国
な
き
人
々
䣖
の
難
民
た
ち : 

堀
田
善
衞
の
上
海
体
験
䣔䥹
䣓
山
陽
女
子
短
期
大
学

紀
要
䣔
三
七
号
䣍
二
〇
一
六
年
䥺 

秦
剛
䣓
南
京
の
記
憶
と
日
本
近
現
代
文
学―

―
芥
川
龍
之
介
䣍
石
川
達
三
䣍
堀
田
善
衞
が
描
い
た
䣕
南
京
䣖
䣔

䥹
䣓
芥
川
龍
之
介
研
究
䣔
第
一
〇
号
䣍
二
〇
一
六
年
䥺 

陳
童
君
䣓
堀
田
善
衞
の
戦
中
文
学
論―

―

䣕
ラ
ム
ボ
オ
に
就
い
て
䣖
と
䣕
西
行
䣖
を
め
ぐ
っ
て
䣔
䥹
䣓
國
語

と
國
文
學
䣔
䣍
二
〇
一
六
年
二
月
䥺
䣎 

               



䣗
論
文
の
内
容
の
要
旨
䣘 

	

本
稿
は
䣍
堀
田
善
衞
文
学
の
基
礎
研
究
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
䣎
堀
田
が
敗
戦
後
に
執
筆
し
た
一
連
の
䣓
上

海
も
の
䣔
を
主
な
研
究
対
象
と
し
䣍
作
品
の
評
釈
を
通
し
て
堀
田
善
衞
の
䣓
上
海
体
験
䣔
お
よ
び
彼
の
敗

戦
後
文
学
の
内
実
を
把
握
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
䣎
そ
れ
と
同
時
に
䣍
堀
田
善
衞
の
䣓
上
海
も

の
䣔
を
切
り
口
に
䣍
戦
後
日
本
に
お
け
る
䣓
中
国
䣔
の
文
学
表
象
を
考
察
す
る
こ
と
も
重
要
な
目
的
と
し

た
䣎
論
文
の
副
題
を
䣓
䣕
中
国
䣖
表
象
と
戦
後
日
本
䣔
と
し
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
䣎	

第
一
章
䣓
堀
田
善
衞
・
戦
中
か
ら
戦
後
へ
䣔
で
は
䣍
戦
時
下
堀
田
の
文
学
的
営
為
を
検
討
す
る
䣎
昭
和
の

小
説
家
と
し
て
知
ら
れ
る
堀
田
善
衞
は
実
際
に
敗
戦
ま
で
小
説
作
品
を
発
表
し
た
こ
と
が
な
い
䣎
戦
前
の

堀
田
は
主
に
批
評
家
と
し
て
文
筆
活
動
を
行
っ
て
お
り
䣍
彼
の
戦
中
文
学
の
諸
作
も
ほ
と
ん
ど
文
芸
評
論

の
テ
ク
ス
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
䣎
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
堀
田
善
衞
研
究
の
力
点
は
彼
の
戦
後
文
学
に

置
か
れ
て
い
た
た
め
に
䣍
堀
田
の
戦
中
の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は
䣍
ま
だ
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
䣎

本
章
は
䣍
全
集
未
収
録
作
の
䣓
ラ
ム
ボ
オ
䣔
と
未
発
表
草
稿
䣓
西
行
―
―
旅
䣔
を
主
な
材
料
と
し
䣍
堀
田

文
学
に
お
け
る
䣏
戦
中
䣐
と
䣏
戦
後
䣐
と
の
つ
な
が
り
を
明
ら
か
に
し
た
䣎	

第
二
章
䣓
䣕
祖
国
喪
失
䣖
論
䣔
で
は
䣍
堀
田
善
衞
の
処
女
作
で
あ
る
連
作
小
説
䣕
祖
国
喪
失
䣖
を
検
討
す

る
䣎
䣕
祖
国
喪
失
䣖
は
堀
田
善
衞
が
戦
後
に
発
表
し
た
最
初
の
小
説
で
あ
る
䣎
こ
の
小
説
の
特
色
の
一
つ

は
䣍
作
品
の
内
部
に
一
九
四
五
年
上
海
の
䣓
都
市
空
間
䣔
を
構
築
し
て
い
る
点
に
あ
る
䣎
こ
の
手
法
は
䣍

一
九
二
五
年
の
上
海
を
描
い
た
横
光
利
一
の
長
編
䣕
上
海
䣖
と
も
よ
く
似
て
い
る
䣎
た
だ
し
䣕
上
海
䣖
の
䣍

あ
く
ま
で
も
虚
構
に
依
存
し
た
䣍
䣓
生
な
ま
し
い
体
験
そ
の
も
の
よ
り
も
䣍
言
葉
が
つ
く
り
だ
す
世
界
䣔

䥹
前
田
愛
䥺
と
は
異
な
り
䣍
䣕
祖
国
喪
失
䣖
で
は
䣍
物
語
世
界
に
生
起
す
る
一
連
の
出
来
事
が
ほ
と
ん
ど

書
き
手
の
実
体
験
に
よ
っ
て
お
り
䣍
作
中
人
物
の
動
き
に
そ
っ
て
現
れ
た
街
や
通
り
も
実
世
界
の
固
有
名

詞
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
䣎
こ
う
し
た
虚
構
と
現
実
が
交
錯
す
る
上
海
の
言
説
空
間
に
䣓
祖
国
喪
失
者
䣔

が
ど
の
よ
う
に
表
象
さ
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
な
が
ら
䣍
処
女
作
䣕
祖
国
喪
失
䣖
の
全
体
像
と
䣍
堀
田

善
衞
の
上
海
で
の
敗
戦
体
験
の
意
味
を
解
明
し
た
䣎	

第
三
章
䣓
䣕
歯
車
䣖
論
䣔
で
は
䣍
堀
田
善
衞
の
上
海
で
の
䣓
留
用
䣔
体
験
の
文
学
表
現
を
検
討
す
る
䣎
一

九
五
一
年
五
月
に
䣍
堀
田
善
衞
は
雑
誌
䣓
文
学
５
１
䣔
の
創
刊
号
に
䣕
歯
車
䣖
を
発
表
す
る
䣎
原
稿
一
四

〇
枚
の
こ
の
中
編
小
説
は
䣍
伊
能
と
い
う
日
本
人
主
人
公
の
視
点
か
ら
䣍
戦
時
下
・
戦
後
の
上
海
で
政
治

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
翻
弄
さ
れ
る
中
国
人
青
年
の
姿
を
描
い
て
い
る
䣎
䣕
歯
車
䣖
の
発
表
当
時
䣍
日
本
で
は

ゲ
オ
ル
ギ
ウ
の
䣕
二
十
五
時
䣖
䣍
オ
䤀
ウ
ェ
ル
の
䣕
一
九
八
四
䣖
䣍
ケ
ス
ト
ラ
䤀
の
䣕
真
晝
の
暗
黒
䣖
な



ど
欧
米
現
代
作
家
の
政
治
小
説
が
大
量
に
翻
訳
さ
れ
䣍
既
に
下
火
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
䣓
政
治
と
文
学
䣔

の
論
争
が
再
び
文
壇
の
中
心
的
話
題
と
な
っ
て
い
た
䣎
こ
う
し
た
風
潮
の
な
か
で
䣍
䣕
歯
車
䣖
は
日
本
の

政
治
小
説
の
秀
作
と
し
て
文
壇
の
注
目
を
集
め
䣍
新
人
作
家
の
堀
田
善
衞
を
華
々
し
く
世
に
送
り
出
す
こ

と
に
成
功
し
た
の
だ
が
䣍
し
か
し
一
方
で
䣍
政
治
小
説
と
し
て
の
成
功
は
䣍
同
時
に
こ
の
作
品
に
対
す
る

評
価
の
限
界
を
も
表
し
て
い
る
䣎
た
と
え
ば
䣍
䣕
歯
車
䣖
が
ほ
か
の
政
治
小
説
と
異
な
る
点
は
䣓
留
用
䣔

日
本
人
の
視
点
で
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
の
だ
が
䣍
同
時
代
を
含
む
こ
れ
ま
で
の
論
者
は

ほ
と
ん
ど
こ
れ
を
問
題
視
せ
ず
䣍
そ
の
た
め
䣕
歯
車
䣖
の
特
質
を
全
体
的
に
把
握
す
る
に
は
至
っ
て
い
な

い
の
で
あ
る
䣎
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
欠
落
は
䣍
堀
田
の
留
用
生
活
の
全
貌
が
未
だ
に
解
明
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
一
因
が
あ
り
䣍
ま
た
䣕
歯
車
䣖
に
対
す
る
基
礎
的
研
究
の
不
足
と
も
関
係
し
て
い
る
䣎
本
章
は
䣍

䣕
歯
車
䣖
の
基
礎
研
究
も
か
ね
て
䣍
戦
後
文
学
に
お
け
る
䣓
留
用
䣔
日
本
人
の
表
象
に
つ
い
て
考
察
す
る
䣎

ま
ず
䣍
作
者
堀
田
善
衞
の
留
用
生
活
を
各
種
の
資
料
や
関
係
者
の
証
言
に
よ
っ
て
把
握
し
䣍
そ
の
う
え
で
䣍

作
品
䣕
歯
車
䣖
の
生
成
過
程
及
び
そ
の
問
題
意
識
を
明
ら
か
に
し
た
䣎	

第
四
章
䣓
䣕
広
場
の
孤
独
䣖
論
䣔
で
は
䣍
堀
田
善
衞
の
文
壇
的
出
世
作
䣕
広
場
の
孤
独
䣖
に
つ
い
て
検
討

す
る
䣎
周
知
の
よ
う
に
䣍
堀
田
善
衞
は
䣓
日
米
安
保
条
約
䣔
が
調
印
さ
れ
た
一
九
五
一
年
九
月
に
朝
鮮
戦

争
を
テ
䤀
マ
と
し
て
䣕
広
場
の
孤
独
䣖
を
䣓
中
央
公
論
䣔
に
発
表
し
䣍
同
作
を
も
っ
て
当
年
度
下
半
期
の

芥
川
賞
を
受
賞
し
た
䣎
し
か
し
一
方
で
䣍
そ
の
同
月
に
彼
が
雑
誌
䣓
文
学
５
１
䣔
に
䣓
国
際
情
勢
䣔
と
い

う
エ
ッ
セ
イ
を
も
発
表
し
て
い
る
こ
と
は
䣍
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
䣎
こ
の
短
い
エ
ッ
セ

イ
は
当
時
堀
田
の
創
作
理
念
を
代
弁
す
る
も
の
と
し
て
䣍
同
時
期
に
書
か
れ
た
䣕
広
場
の
孤
独
䣖
の
表
現

手
法
を
探
る
う
え
で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
䣎
こ
こ
で
䣍
䣓
文
学
が
国
民
の
運
命
に
真
剣
に
相
渉
つ
て
ゆ

く
べ
き
も
の
で
あ
る
䣔
と
い
う
䣓
国
民
文
学
䣔
へ
の
志
向
を
表
明
し
た
堀
田
は
䣍
そ
の
方
法
と
し
て
䣓
現

実
の
意
味
と
深
く
か
か
は
る
事
件
䣔
を
䣓
己
れ
の
創
作
の
シ
ス
テ
ム
中
に
収
斂
䣔
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い

る
䣎
こ
の
方
法
を
模
索
す
る
た
め
に
䣕
広
場
の
孤
独
䣖
が
執
筆
さ
れ
た
こ
と
が
容
易
に
推
察
さ
れ
る
わ
け

で
あ
る
䣎
ま
た
䣍
こ
の
作
品
が
発
表
当
初
か
ら
当
年
度
の
䣓
最
大
の
問
題
作
䣔
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た

最
も
大
き
な
理
由
は
䣍
朝
鮮
戦
争
の
よ
う
な
国
際
的
・
政
治
的
䣓
事
件
䣔
を
文
学
の
世
界
に
映
し
だ
し
䣍

そ
れ
に
よ
っ
て
堀
田
自
身
の
䣓
国
民
文
学
䣔
の
方
法
を
実
現
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
䣎
本
章
は
䣍

作
者
の
未
発
表
の
創
作
ノ
䤀
ト
や
そ
の
他
の
各
種
の
関
連
資
料
に
よ
っ
て
䣕
広
場
の
孤
独
䣖
の
表
現
手
法

と
そ
の
問
題
意
識
を
把
握
し
䣍
そ
の
う
え
で
䣍
堀
田
善
衞
に
お
け
る
䣓
国
民
文
学
論
䣔
の
行
方
を
探
っ
て

み
た
䣎	

第
五
章
䣓
䣕
漢
奸
䣖
論
䣔
で
は
䣍
同
じ
芥
川
賞
受
賞
作
の
䣕
漢
奸
䣖
を
検
討
す
る
䣎
い
わ
ゆ
る
䣓
漢
奸
䣔

と
は
䣍
中
国
語
に
お
い
て
は
民
族
の
裏
切
り
者
に
対
す
る
最
大
級
の
非
難
用
語
で
あ
る
䣎
か
つ
て
の
日
中



戦
争
の
文
脈
に
お
い
て
䣍
こ
の
言
葉
は
特
に
日
本
側
に
協
力
し
た
中
国
人
䣍
す
な
わ
ち
䣓
対
日
協
力
者
䣔

を
指
し
て
い
た
䣎
一
九
四
五
年
に
日
本
が
敗
戦
を
迎
え
た
後
䣍
中
国
で
は
大
規
模
な
䣓
漢
奸
䣔
狩
り
が
行

わ
れ
䣍
多
く
の
䣓
対
日
協
力
者
䣔
は
䣓
漢
奸
罪
䣔
に
問
わ
れ
て
い
た
䣎
こ
の
よ
う
な
䣓
対
日
協
力
者
䣔
の

運
命
に
つ
い
て
䣍
堀
田
善
衞
は
戦
後
の
文
筆
活
動
に
お
い
て
機
会
あ
る
ご
と
に
言
及
し
䣍
そ
の
問
題
を
追

究
し
て
い
る
が
䣍
そ
の
な
か
で
も
特
に
こ
の
問
題
を
真
正
面
か
ら
問
い
か
け
て
い
る
の
が
䣍
䣓
文
学
界
䣔

一
九
五
一
年
九
月
号
に
発
表
し
た
中
編
小
説
の
䣕
漢
奸
䣖
で
あ
る
䣎
発
表
当
時
䣍
こ
の
作
品
は
概
し
て
好

評
を
博
し
䣍
堀
田
が
同
時
期
に
発
表
し
た
䣕
広
場
の
孤
独
䣖
と
共
に
第
二
六
回
芥
川
賞
の
受
賞
対
象
に
な

っ
て
い
た
の
だ
が
䣍
䣕
広
場
の
孤
独
䣖
の
研
究
は
早
く
も
五
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
䣍

同
じ
芥
川
賞
受
賞
作
の
䣕
漢
奸
䣖
を
対
象
と
す
る
周
到
な
考
察
は
䣍
未
だ
に
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
䣎
一
方
で
䣍
こ
う
し
た
䣓
対
日
協
力
者
䣔
の
テ
䤀
マ
に
関
し
て
は
戦
後
文
学
者
の
多
く
が
関
心

を
寄
せ
て
お
り
䣍
同
時
代
に
䣓
対
日
協
力
者
䣔
の
作
品
群
も
現
れ
て
い
た
䣎
し
か
し
堀
田
善
衞
の
䣕
漢
奸
䣖

と
同
様
䣍
こ
れ
ら
の
作
品
の
大
半
は
未
だ
に
未
検
討
の
ま
ま
で
䣍
そ
の
言
説
空
間
を
全
体
的
に
捉
え
る
た

め
の
調
査
も
ほ
と
ん
ど
進
展
が
見
ら
れ
て
い
な
い
䣎
本
章
は
䣍
堀
田
善
衞
の
䣕
漢
奸
䣖
を
座
標
軸
と
し
て
䣍

戦
後
文
学
に
お
け
る
䣓
対
日
協
力
者
䣔
の
表
象
に
関
し
て
一
考
察
を
試
み
た
䣎
ま
ず
䣍
作
品
䣕
漢
奸
䣖
の

テ
ク
ス
ト
分
析
を
行
い
䣍
そ
れ
か
ら
䣍
同
作
と
時
代
背
景
や
問
題
意
識
な
ど
を
共
有
す
る
阿
部
知
二
と
武

田
泰
淳
の
作
品
と
を
比
較
し
た
う
え
で
䣍
同
時
代
の
䣓
対
日
協
力
者
䣔
作
品
群
の
特
質
及
び
そ
の
作
品
群

に
お
け
る
堀
田
善
衞
䣕
漢
奸
䣖
の
位
相
を
確
認
し
た
䣎	

第
六
章
䣓
䣕
断
層
䣖
論
䣔
で
は
䣍
堀
田
文
学
に
お
け
る
䣓
中
国
語
䣔
の
表
象
を
検
討
す
る
䣎
堀
田
善
衞
が

一
九
五
二
年
に
中
国
語
の
䣏
不
在
䣐
を
テ
䤀
マ
と
し
て
短
編
小
説
䣕
断
層
䣖
を
発
表
し
た
こ
と
は
䣍
彼
の

戦
後
の
文
学
的
人
生
に
お
い
て
一
つ
の
転
換
点
を
な
し
て
い
る
と
い
え
る
䣎
雑
誌
䣓
改
造
䣔
一
九
五
二
年

二
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
こ
の
作
品
は
䣍
敗
戦
前
後
の
上
海
に
二
年
近
く
滞
在
し
た
主
人
公
の
安
野
が
䣍
中

国
語
を
学
ぼ
う
と
し
な
が
ら
も
次
々
に
そ
の
機
を
失
っ
て
い
く
経
緯
が
描
か
れ
て
い
る
䣎
そ
れ
ま
で
䣏
他

者
䣐
と
し
て
の
中
国
語
を
自
作
の
言
説
空
間
か
ら
意
識
的
に
排
除
し
て
い
た
堀
田
善
衞
は
䣍
䣕
断
層
䣖
の

執
筆
に
至
り
䣍
よ
う
や
く
中
国
語
の
䣏
不
在
䣐
を
真
正
面
か
ら
問
う
こ
と
に
な
る
䣎
一
方
で
䣍
䣕
断
層
䣖

以
降
䣍
堀
田
は
䣓
上
海
シ
リ
䤀
ズ
䣔
の
最
終
篇
と
し
て
長
編
䣕
歴
史
䣖
䥹
新
潮
社
䣍
一
九
五
三
年
䥺
を
書

き
つ
づ
け
て
い
た
が
䣍
こ
の
作
品
で
は
中
国
語
は
す
で
に
䣏
不
在
䣐
か
ら
䣏
顕
在
化
䣐
へ
と
変
わ
り
䣍
主

人
公
の
言
表
手
段
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
䣎
そ
の
意
味
で
も
䣏
他
者
䣐
と
し
て
の
中
国
語

は
䣍
䣕
断
層
䣖
の
成
立
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
堀
田
善
衞
の
文
学
世
界
に
市
民
権
を
獲
得
し
た
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
し
䣍
䣕
断
層
䣖
が
堀
田
の
戦
後
文
学
を
解
読
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
作
品
で
あ
る
理
由
も
そ



の
点
に
こ
そ
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
䣎
本
章
で
は
䣍
作
品
䣕
断
層
䣖
の
材
源
と
方
法
を
検
討
し
な
が

ら
䣍
戦
後
文
学
に
お
け
る
䣓
中
国
語
䣔
の
表
象
形
式
に
つ
い
て
一
考
察
を
試
み
た
䣎	

第
七
章
䣓
䣕
歴
史
䣖
論
䣔
で
は
䣍
堀
田
善
衞
の
䣓
上
海
シ
リ
䤀
ズ
䣔
最
終
篇
の
䣕
歴
史
䣖
を
検
討
す
る
䣎

敗
戦
後
䣍
一
連
の
䣓
上
海
も
の
䣔
を
書
き
つ
づ
け
て
い
た
堀
田
善
衞
は
䣍
一
九
五
二
年
か
ら
一
九
五
三
年

に
か
け
て
彼
の
䣓
上
海
シ
リ
䤀
ズ
䣔
の
最
終
篇
と
し
て
長
編
小
説
䣕
歴
史
䣖
を
発
表
す
る
䣎
原
稿
用
紙
八

百
枚
を
費
や
し
た
こ
の
長
編
小
説
は
䣍
中
国
政
府
に
䣓
留
用
䣔
さ
れ
た
日
本
人
主
人
公
の
竜
田
を
は
じ
め
䣍

十
人
以
上
の
主
要
人
物
を
同
じ
戦
後
上
海
の
舞
台
に
登
場
さ
せ
䣍
革
命
前
夜
の
中
国
の
風
景
を
多
様
な
角

度
か
ら
描
い
て
い
る
䣎
こ
の
野
心
的
な
長
編
は
䣍
初
期
堀
田
の
䣓
上
海
シ
リ
䤀
ズ
䣔
の
な
か
で
も
最
も
壮

大
な
構
成
を
持
つ
作
品
で
あ
る
が
䣍
発
表
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
半
世
紀
以
上
の
時
間
が
経
っ
た
も
の
の
䣍

本
格
的
な
作
品
研
究
は
ほ
と
ん
ど
進
展
が
見
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
䣎
本
章
は
䣍
堀
田
の
残
し

た
未
発
表
の
創
作
ノ
䤀
ト
の
記
述
を
参
照
し
な
が
ら
䣕
歴
史
䣖
に
対
し
て
評
釈
を
試
み
䣍
そ
の
う
え
で
䣍

作
者
の
問
題
意
識
と
䣍
䣓
上
海
シ
リ
䤀
ズ
䣔
最
終
篇
と
し
て
の
䣕
歴
史
䣖
の
射
程
を
明
ら
か
に
し
た
䣎	

本
論
の
結
章
は
䣓
堀
田
善
衞
の
敗
戦
後
文
学
論
―
―
䣕
戦
後
十
年
䣖
と
䣕
中
国
䣖
の
行
方
䣔
と
し
た
䣎
こ

の
章
で
は
䣍
堀
田
善
衞
の
䣓
戦
後
十
年
䣔
の
記
念
作
で
あ
る
中
編
小
説
䣕
曇
り
日
䣖
を
検
討
し
た
う
え
で
䣍

堀
田
の
敗
戦
後
文
学
の
内
実
と
䣍
堀
田
文
学
に
お
け
る
䣓
中
国
䣔
の
位
相
を
総
括
し
た
䣎	

			


